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· 出席者は記録者が印を付ける。

· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜全体連絡＞
・11/10（土）青風荘で火災を想定した避難訓練が実施予定。

・グループホーム世話人より連絡があり、11/23（金）グループホームあおぞらのメンバー全員がデイケアを欠席するとのこと。大掃除を計画している様子だが、その際は世話人が一緒に掃除を行う予定であるとのこと。
・医療安全管理委員会より、事故対応について、最近は誤薬による事故が増えている為、デイナイトケア等の服薬確認の際には十分に気を付けて対応すること。
・医療安全管理委員会より、今後カンファレンスにて当院にてあった患者様の転落事故に関する振り返りを行う予定。
・毎日夕方に実施する外来カンファレンスの内容を記録することとなったため、記録が終わり次第、通所・外来で連絡を取り合い回覧し忘れがないよう注意すること。

＜研修案内＞
〔外部研修〕

①11/9（金）八戸地区認知症疾患セミナー
場所：パークホテル

②11/17（土）精神科デイケアスタッフ研修会

場所：弘前愛成会病院　デイケアあゆみ
③11/21（水）19：00～　八戸精神科医会

場所：八戸パークホテル　3Fロイヤルホール　対象：医師、薬剤師、スタッフ

④11/27（火）青森県精神病院・診療所協会　第3回研修会

「口腔ケアとオーラルフレイル予防、機能的介入技術」を学ぶ

⑤12/9（日）9：30～16：00　臨床精神医学研究会
場所：コラッセふくしま　401会議室　参加費：3,500円　申込み締切：12/6（木）
⑥12/12（水）13：00～15：30　青森県若年性認知症自立支援ネットワーク研修
場所：青森観光物産アスパム5階　あすなろ
⑦1/27（日）10：00～17：00　自殺未遂者ケア研修（精神科救急版）
場所：東京都　大手町ファーストスクエアカンファレンスRoom D
対象：医師、看護師、精神保健福祉士など　申込み締切：11/20（火）までに佐藤AOMへ

〔院内・法人内・グループ内研修〕

①11/12（月）17：15～17：45　看護グループ内研修「救急対応」

＜提出期限＞

・11/15（木）年末調整

・11/20（火）12月分テキスト
＜利用者様情報＞
デイケア
・繁名　和恵　様～グループホーム世話人から情報提供があり、医療区分が生活保護から国民健康保険に伴い重度心身障害者医療費助成制度が利用できるが、八戸市役所障がい福祉課から説明がなかったとのこと。精神障害　者保健福祉手帳1級を受給していることを同課に連絡してほしいことを伝えている。本日朝9：00本人より電話があり、「体の一部が細胞分裂し、つらくて泣きべそかいています。」と少し笑いながら話している。その為デイケアを欠席したいとのこと。具体的な症状を尋ねるが同じ内容を繰り返しているため、グループホーム世話人に電話を代わってもらい詳細を確認している。幻聴が強く8：30に頓服薬のリスペリドンを服用。症状は、筋肉痛のように体が思うように動かないとのこと。体調が少しでも改善した時は身の回りの事を行うように助言したとのことで、本日は欠席となる。
・東海林　紀子様～本人より電話があり、昨日療養中の父が亡くなったと報告がある。これから、日程など決まるとの事でまた電話しますと話している。慌　ただしくなる為、疲れから体調を崩さないように伝えている。精神症状の変化に注意していく。
・佐々木　理佳様～表情良く他利用者と交流持っている。先日眠れなかったと話していたが、以後の睡眠は摂れているとの事。一般就労の件は母様に相談し反対された為、「諦めた」と話している。甥子、姪子に何かあげたい気持ちはわかるが、無理はしないように助言している。
・船場　幸子　様～昨日、奥寺整形外科受診した為、結果を確認する。鎮痛剤の注射を行い、経皮鎮痛剤、鎮痛剤の内服処方となったとの事。跛行等なく、疼痛は軽減したと言いい、ウォーキングは行っていない。
・中村　与一郎様～腰痛について痛みが軽減している為、どの程度なら運動して良いか整形外科受診時に聞いてみるとの事。先日、健診センターでの採血で肝機能と腎機能が要精査であった為、今後採血予定との事。

デイナイトケア

・倉橋　生子　様～青風荘より情報提供があり、昨晩カウンターに来られ「小遣い帳見て下さい」とスタッフに依頼している。確認すると出金のペースが早　く、そのことを本人へ伝えると、妹に電話を掛けてることが出金の原因と自身で振り返っている。小声で元気のない話し方で多弁さはなかったとのこと。デイナイトケアでは多弁な様子はなく、余暇時間等静かに一人で過ごしていることが多い。時折、声のする方を向きじっと見ていることはあるが干渉することはなく、暫くすると目を離している。

・大下　良悦　様～青風荘より情報提供があり、歩行時、片目をつぶっていて、いつもより重心をかけて歩いているため、転倒の危険性を伝えたとのこと。デイナイトケアでは、本日青風荘の当番になっていることをスタッフに話しており、やや表情に強張りがみられる。また、日課を行う際に普段より早い時間に開始しようとすることがあり、スタッフから声掛けを要している。以後は、普段と変わらず落ち着いて過ごしており、他者へ過干渉となることなく過ごしている。

・鈴木　真知子様～12：25スタッフに体調不良の為、静養室で休みたいとの訴えがある。詳細を確認すると昼食後から頭痛があり、今朝から腹部にチクチクする痛みもあると話している。腹痛について振り返ると、昨日まで便があまり出ておらず、朝が一番痛みがあったとのことで、トイレにて排便があった後に痛みが少し和らいだと話している為、便秘による痛みではないかと伝えると「そうかも」と答えている。バイタル確認すると血圧130/99ｍｍHg、脈拍83回/分、一時間程静養室で休んでいる。休養後、体調を確認すると頭痛・腹痛共に良くなったと話している。午後のプログラムでは、途中退席や不調の訴えなく参加出来ている。

ナイトケア
・若松　邦生　様～利用日ではないが来所。持効性注射剤使用後の体調について「2～3日怠いですね。いつも先生に言おうと思うんですけど1か月後の診察ってなるとすっかり忘れてて」と話している。

＜外来患者様情報＞

・番沢　政勝様～本日、インフルエンザ予防接種を施行する。最近の調子としては、夜間の睡眠は取れいてて、食事摂取も出来ていたようである。朝は寒くなってきてから起床が困難になってきたともいうが、日中のデイケア活動の方は良く参加できている。気分面での抑うつや苛々症状もないという。腰痛があって体操などは今は控えているという。健診で、やや肝機能異常を指摘された。今後、ないかでウイルス検査をするという。

・久保　興介様～最近の様子については、アルコールも煙草も絶っての生活をしていて安定するようになっていたという。夜間の睡眠も摂れている。今後、サッカーやフットサルをしてみることを訪問看護スタッフと話し合っていたという。幻覚症状も特に気にならないようである。

・川村　亨様～変わりないですと話している。体調不良の訴えもない。

・植村　啓祐様～著変なし。作業所にも通えている。特に困っていることはないという。

処方継続。ルネスタは最近使用していないとのことで今回は処方なし。

・鈴木　真知子様～なんかよくわからないけど調子が悪い等と話す。幻覚妄想の訴えは

はっきりしない。帰宅要求は相変わらずあるようだが、過度となる

事はないようだ。処方継続する。本日、インフルエンザ施行。

・古川　富蔵様～少し前に風邪を引いた、というが良くなってきているという。食事や

睡眠はとれているという。そのほか著変なし。処方継続。本日、イン

フルエンザ施行

・木村　義重様～まあまあです。食事や睡眠とれている。幻覚妄想の再燃なく経過。

処方継続。本日、インフルエンザ施行。

・関　秀治様～調子はまあまあです、と。健診で脂質や肝機能の軽度異常を指摘された

という。処方継続する。

・中村　与一郎様～著変なし。腰の不安があるが何とかやれている。健康診断の結果を

持参。肝機能と腎機能で要精密検査となっている。 ➔当院で再検

する。処方継続。次回3ｗ後。

＜夕方の外来ミーティング＞
・申し送りの回覧は必要か？→情報共有できる方法を今後模索していく。

・現在16時半より行っている申し送りについて、金曜日はカンファレンス終了後に
行うこととする。

《受診相談についての確認》
・病院への電話→医事が要件を受け、基礎情報の聞き取りを行う。

・通院中のケース(8～17時)→深澤Drには直接確認。その他Drは外来看護師が調整。医事で電話を受け、外来看護が折り返しで対応している。

・精神新患(14～16時)　→外来が相談を受ける。転院の相談はワーカー対応。

・センター(8～17時)　→センター職員対応。

いずれも担当者不在の場合は医事が必要事項をメモにおこし、担当者に渡して対応し

ている。医事が連絡した際に別件対応中で繋がらないこともある為、お待たせしないよ
う当番制で対応者を決める案が以前より出ていたが、現状の業務の流れを考えると困難
である。また、外来にフリー（外回り兼電話対応）がいない事から業務量の増加や相談
に対して即時対応できないこともあるが、人員を増やす事も現状では困難。

《本日の診察・申し送り》
センター新患　西塚　美恵子様(馬渡Dr)

適応障害の診断にて1年後フォロー受診を勧める。
本人様は長女様に精神疾患があるのではと感じており、包括職員も長女様の言動に違和
感を感じている様子。長女様と相談のうえ、必要があれば長女様の受診のご相談をいた
だくこととした。

橋本　直子様(馬渡Dr)

主治医を前にすると緊張し、うまく話せないと申し出あり。今後主治医変更することと
なった。

志村　京様（田名部Dr）坂本内科からの処方薬も含め当院での治療継続することとな
った。
連絡事項

デポ剤医学管理指導料は月に一回、田名部Drのみテンプレートへ入力。

